
業の民需産業への転換等を扱った第Ⅱセッションで

は、海外からの出席者が技術の相互拡散に亜点をお

いて論じていたのに対し、日本からの出席者が人材

や工場設備も含め、産業の転換に重点をおいて論じ

ていたところが注目された。

最後の、将来へ向かって何をすべきかを討論した

第Ⅲセションではいくつかの貴重な意見が提示され

たが、何れの意見もこの様な問題の検討に当たって

は技術だけでなく、その政治、社会、軍覗、経済、環

境等との相互関係を重視すべきであるとの方向が明

確に打ち出されたようであった。

１４Ｆ１の夕には、新築のランドマークタワー７０階の

会場でレセプションが行われ、幸いに天気もよく、又

二方向に窓のある二つの部屋が使えたので、参加者

一同、日本最高の高度を誇るパーティー会場から描

浜の夜景を楽しみながら歓談し、散会したのは予定

時刻を過ぎてからのことであった。

本シンポジウムの内容については発表、討論の全記

録にRapporteurの方々 による要約を加え、Proceedings

として出版の予定であるが、できれば要約部分のみ、

でき次第ニュースでお知らせしたいと考えている。

（ 文責桜井宏）
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挨拶：向坊隆会長

第３回国際シンポジウム「技術移転と技術拡散」（速報）

会議会場風景

一

我が日本工学アカデミーの最大の行事の国際シン

ポジウムは、予定通り３月１４日（月）、１５日（火）の

両日、繊浜ロイヤルパークホテルニッコーで開催さ

れた。予定されたプログラムについても１名の誰師が

直前になって来日不能になった他はほぼ予定通りに

進行し、又内容の鴬冨な討論も行われ、参加者一同

満足していただけたものと感ぜられた。企画を開始

してから約２年間、企而、準備、進行に御尽力をいた

だいた会員各位に感謝申し上げます。向坊会長の撤

迎と開会の挨拶、猪瀬組織委員長の本シンポジウム

の“ねらい'，についての問題提起に続いて、基訓諭

減をお願いした飯田勝太郎・三菱重工㈱会長〈アカ

デミー会員）からは永年の御自身の経験に基づいた

技術移転の哲学を、又ブランスコム・ハーバード大

学教授からは最近の技術移転、技術拡散の傾向とそ

の問題点について総括的な指摘があり、本シンポジ

ウムの開会にふさわしいものであった。

技術移転の歴史から教訓を求める第１セッション

では、技術を受け入れる側の社会や文化と受け入れ

る技術との適合性が、導入技術の定着と発展のため

の第一の条件であろうとのコンセンサスができたよ

うである。

又、軍事技術と民需技術の相互の拡散や、飛需雌

巣蕊迩．墾
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九州地区懇談会

基調講演Ⅱ：Ｌ､Ｂｒａｎｓｃｏｍｂ氏

に適応するために企業はこれからどうしなければな

らないか、特に技術面で如何なるアプローチが求め

られるか、そのために大学に何を望むか等、広汎な

話題について示唆に常むものであった。誰演の話迦

が豊富であったため、講演予定時間の一時間を大I附

に超過したが、内容が極めて拠味深いものであった

ので出席者一同時間の経過も忘れて拝聴した。

時間の制約があったため、専務理邪の報ｆＩﾃは極め

て簡単なものとなったがその後夕食を共にしながら、

日本工学アカデミーの地域活動を活発にするために

はどうしたら良いかについて熱心な意見の交換があ

り、出来る事から平成６年度の聯業計ilIliに取り入れて

行く餅になった。

雲鐘墨識.錨患息蝿騨I"…蒜謹譲溺舗…………

セッションＩ：パネル討論基調講湿Ｉ：飯田席太郎氏

（２）

伊南心

ヂロ９

レセプション風景

姪
ｒ
比

猟
脹
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日 時平成６年１月２４、（月）

場所福岡リーセントホテル

演題「企業のリストラと研究」

誰 師富浦梓氏

（新日本製鉄株式会社常務取締役、日本

工学アカデミー理事・政策委員長）

恒例の九州地区懇談会は、担当の原田耕介理事の御

尽力により去る１月２４日編岡市の福岡リーセントホ

テルで開催された。当日は、九州地区在住会員の半

数が出席し、東京からはるばる九州迄御足労頂いた

富浦梓理事・政策委員長（九大出身、新日鉄常務）の

｢企業のリストラと研究」と題する講演を伺い、桜井

専務理聯の簡単な報告の後、懇覗会が開催された。

冨浦理事の諦茄は、在京の日本工学アカデミーの

活動に幅広く、また職種的に活動しておられる立場

から、首都圏でのアカデミーの活動状況を前澄きに

して、第５６回談話サロンでの伊丹敬之教授の諦演

(InformationNo.３８として印刷配布済）の紹介か

ら、そのお話にあった日本の経済変化の３つの波の第

３波に入ったところで、鉄鋼業をはじめとする日本

の製造業が如何に社会経済環境に適応するためのリ

ストラクチャリングを進めているか、又新しい環境

’
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学術会議会員との懇親会

講演会一第５９回談話サロン

『

遠藤勲氏 たヒト遺伝子配列の解析

システムの紹介をされた。ヒトの遺伝子は３０億の情

報（塩雄対）から成っているが、そのうち意味のあ

る遺伝子はわずか（１０万）である。意味のないもの

も合わせて遺伝子の配列を作ることが目的であるが、

人手に頼ると１日に１０００塩基を読めるとしても１０，

０００（年・人）かかる。日本は分拠として２１番の染

色体（アルツハイマー病やダウン症の遺伝子が含ま

れる）を担当するが、その為に遺伝子肥列の解析に

関するユニットプロセスを各社が分仙して、ゲノム

解析システムを構築した。このシステムでは１日に108,

000噸雑を読取ることができる。コストは１塩雄当り

7.3円ということで、マニュアルよりも111]安い。こ

れだけの差はヒトの遺伝子の数３０億に対しては大変

大きいということである。

遠藤氏は以上の説明を機器の写真等を川いて、分か

り易く説明された。この解析により、次に示す遺伝

子縦法への雄礎データが得られるということである。

時

所

mlj

平成６年２月８日（火）

弘済会館

遠藤勲氏（理化学研究所主征研究員）

野|」照久氏（111之内製薬㈱刑社長）

『

次に、野口氏は「最近

の医学薬学領域の進展」

と題され、フロンチア保

雄に関する話題を話され

た。先ず、コンピュー

ターグラフィックスによ

るＤＮＡのイラストを示

され、生命体の美しさと

遺伝子の重要‘性を話され

価例の日本学術会議第５部会員の方々との懇親会が

２月１８日（金）に開催された。向坊会長の歓迎の挨

拶に応えられた近藤次郎ｕ本学術会議会長のユーモ

ア旅れるご挨拶のあと、日本学術会議第５部長を兼ね

て牌られる岡村副会長の発声で乾杯の後、歓談に入

った。

今岡の会は学術会議第１５期の会員各位にとっては

任期の般後の３回目の会となったので、顔馴染みの会

（３）

第５９回談話サロンで

は、バイオ専門部会の企

画により７０名の会員を

集めて生物機能の工学的

応用について２件の諦演

が行われた。

先ず、遠膝氏は「ゲノ

ム解析システム」と題し

て理化学研究所で開発し

野口照久氏 た。次いで今世紀末には

ヒト造伝子が解IⅢされること、遺伝子診断と遺伝子

治療が次世代の医療として発展することを示された。

ＤＮＡ薬、ＤＮＡを迎ぷベクターの設計や細胞内シグ

ナル伝達機櫛の解明について説明された。多くの病

気に遺伝子が関与し、現在解っているだけでも６５００

の病気が遺伝子に関係しているということである。ア

ルツハイマー病、骨細濡症やアレルギー疾患など身

近な病気も多い。

このような状況から病気に関与するタンパク質の椛

造を解明し、タンパク質一タンパク質およびＤＮＡ－

ＤＮＡ間の相互作川を介して治療するよう薬品を分子

設計することが行われるであろう。いわば分子医学

というべきものである。

以上の創薬の進展の話に次いで、野口氏は'11之内製

薬の研究体制について紹介された。さらに創薬には

夢、情熱そして使命感が函要であるとして次の言葉

で締めくくられた。

「新たなる創造は夢で創られ、情熱で究められ、使

命感で結晶する。」

講演会に引き続き懇親会を行い、講演の内容につい

て和やかに懇談しつつサロンを終了した。

（文責古崎新太郎）



員も増え、近藤会長のご挨拶の効果も大きく和気調々

の会となった。

学術会議会員は本年夏に新会員が選出されるが４選

が禁じられているので、秋には多数の新人が会員と

して学術会議に参加されることになっている。この

恒例の会が、日本工学アカデミーとI言1本学術会議と

の交流・協力に果たした役割は大きく、日木工学ア

カデミーとしても引退される会員のご貢献に感謝し、

今後のご健勝をお祈りしたい。

CAETS（CouncilofAcademiesofEngineeringand

TechnologicalSciences-世界工学アカデミー連合）の御紹介Ⅱ

前号では、１９７８年にオーストラリア、メキシコ、

スウェーデン、英国及び米国の５ヶ国の工学アカデミー

が非公式に集まったことから始まって、１９８５年の第

５回集会とそれに続く１０月の管理理事会でほぼ現在

の形のＣＡＥＴＳが成立した経緯を御紹介申し上げまし

たが、本号では現在のＣＡＥＴＳの組織や連涜、主たる

活動等について御紹介することに致します。

１．ＣＡＥＴＳとは何か

最初にＣＡＥＴＳの全休像とその理念を要約して

みますと、ＣＡＥＴＳは独立した各国の工学及び技

術科学（TechnologicalSciences）アカデミー

の国際非政府連合体で、その活動と運営及びメ

ンバーとなる組織の選択は自律的です。そして、

その会員アカデミー同様、ＣＡＥＴＳ自身も経済的、

社会的福祉の向上には各国とも技術に依存する

ところがますます増大していると認識していま

す。

技術の最も建設的な利用と開発に寄与するた

めに、ＣＡＥＴＳは多数の国々から技術的な指導者

が集まり、個人として、工学や技術に関連した

世界的に重要な問題について意見を交換し、討

論するための国際的な非政府の場を提供してい

ます。各国の工学及び技術科学アカデミーは、そ

の基本的な目的から見れば、ＣＡＥＴＳのような組

織を設立し、運営する必然的な単位であります。

ＣＡＥＴＳの各会員アカデミーは、産業界及び学

界、即ち、すべての民間及び公的機関からの傑

出した個人から椛成されています。これらの個

人は、工学、技術科学、あるいは関連した活動

で、有意義な個人的成果を達成した実績により、

同じような人々により選出された方々です。

１９７８年以降のこのグループの活動に対する国

際的な理解が進み、多数の国で工学アカデミー

が結成されてきましたので１９８５年には前述の通

り非公式の集会を、その継続'性を保証し、管理

運営もできる機椛を持つＣＡＥＴＳに変身させた訳

（４）

です。設立に関係した人達はＣＡＥＴＳに討論の場

を作る役割に加えて、特定の目的のために活動

もできるようにしました。

2．目的とその達成方法

ＣＡＥＴＳの主たる'」的は、次のような方法によ

り、すべての閲々の社会に対する効果的な技術

の進歩のための可能‘|ｿtを高めることです。即ち

１）技術的問題についての国際協力の伝統を強化、

拡大する。

２）工業、技術の応川についてのバランスのとれ

た一般大衆の即解を促進する。

そして、これらの目的のために次のような活動

を行います。

１）技術的、工学的問題のためのＭ際的な討論の

場を設ける。

２）工学についての国際協力を促進する。

３）現在、工学アカデミーのないIEl々に対して、

各国の工学アカデミーの設血を奨励する。

４）世界を通じての経済的、社会的福祉の蝋進の

ためのｘ学、技術上の活動の強化に寄与する。

３．管理

ＣＡＥＴＳの禰理理事会（ＧｏｖｅｒｎｉｎｇＢｏａｒｄ）

は答会員アカデミーからの１名ずつの代表により

組織されています。ＣＡＥＴＳ及び管理11M琳会の役

付役員（Officers）は、通常会合の議長となる

会長（President）と、会長不在時に議長を代行

する第一副会長（FirstVicePresident)、及

び事務局を運営し、会の方針（policies）や活

動（programs）の連続性と効果を碓保するため

に必要な僻即而やその他の支援を提供する剛会

長／秘諜役（VicePresident／Secretary）の

３人です。

会長と第一剛会長は任期２年の輪恭制で、総会

の当番アカデミーから会長、次の総会の当恭ア

カデミーから第一副会長が進llIされる悩例にな

っています。１９９２～１９９４年の会長は１９９３年の

"_詞

～、
』



ＣＡＥＴＳの定期的な最も重要な会合である

Convocationを集会と翻訳しましたが、ＣＡＥＴＳ

の現在の組織運営方法がほぼ確立し、会則（General

Rules）も採択された１９８５年以後、第６回（1987

年）のConvocationからは、'慣例に従って総会

と訳すことにしました。）ＣＡＥＴＳの工学技術問

題についての最大の行事は２年に１回の総会です。

総会はＣＡＥＴＳの当番会員により計画実行されま

すが、総会にはＣＡＥＴＳの会員でないアカデミー

や、アカデミーのない国々からの有力な技術者

も参加します。般近のＣＡＥＴＳ総会では、食M11生

産、海底工学、貨物輸送や人間の交通、蝋気通

信や製造技術などの地球規模での相互関係、地

球のフロンティアでの生存技術（宇宙、海底、砂

漠、極地)、特に発展途上国を念頭に憶いた経済

開発のための技術の効果的応用、さらに技術の

将来（環塊と砿活の質、財務技術、教育、通信

などを含む）などが話題になっています。

その他の活動：総会の他にＣＡＥＴＳはいろいろ

な特定の間迦についての行事を実施したり、他

団体の活動にも参加しています。これらの行事

はＣＡＥＴＳがllli接稚催することもありますし、ま

た会員がＣＡＥＴＳに代わって実施したり、ＣＡＥＴＳ

が会員団体のプログラムを援助することもあり

ます。

１９９１年にＣＡＥＴＳは1-11央及び東ヨーロッパ（ブ

ルガリア、チェコスロバキア、ハンガリー、ポー

ランド、ルーマニア及びユーゴスラビア）の各

国から招かれた技術者と話し合うために、ハン

ガリーのブダペストで特別の会議を開催しまし

た。この会談では、束ヨーロッパの変化する政

治経済システムの下での経済発肢における工学、

技術の役割、これらの圃々で必要な努力、さら

に、ＣＡＥＴＳメンバーの国々の技術組織が如何に

援助に貢献できるか等に話題が集中しました。

この会議の結果としてＣＡＥＴＳにより特別の盗

料が集められ、“I|'火及び束ヨーロッパのための

技術援助怖報”と題して出版されました。この

資料には、この地域やＣＡＥＴＳの会員諮国におけ

る工学的怖報や人材･の交流に役に立つプログラ

ム、組織、街金脈などがまとめられています。こ

のⅢl子の作成には'1本工学アカデミーも協力し

ました。

工学教育は特別に注目を受けています。１９８７

年に、英国の~[学アカデミーによりＣＡＥＴＳのた

めに組織された一連の検討会で、来世紀に向け

一
世

1F，

（５）

第１０回総会担当のスイスのTissot氏、１９９４～

１９９６年には第１１回総会担当のスウェーデンの

アカデミーから会長が選出されることになりま

す。また、副会長／秘書役はAnastasion氏（米

国人）で、ＣＡＥＴＳのFII:務局は米国工学アカデミー

の中にあります。ｉ陥恭制のllln序はＣＡＥＴＳ加入順

ですが、新加入アカデミーは加入時点での順番

の一番後に入ることになっています。このルー

ルで勘定しますと日本工学アカデミーは２００７年

の総会を主催することになり、2004～2006年に

第一副会長、2006～2008年に会長を引き受ける

ことになります。

４．会員

ＣＡＥＴＳの会員アカデミーは、選出された（個

人）会員により管理される独立の非政府組織で、

且つ、意義のある活動を通じて、ＣＡＥＴＳの目的

と整合性のあることを実証した団体です。この

実証のための期間は現椛５年とされています。（会

員）アカデミーの(lIl人会員は、同僚個人会員に

よって、工学、技術科学及び関連分野において、

意義のある個人的貢献をもとに選出された方々

です。

新ＣＡＥＴＳ会員はＣＡＥＴＳに入会を申請し、驚

理理事会に於いて選川されることにより』１１入が

承認されます。ＣＡＥＴＳは１つの国からは１会卿

の加入しか認めていませんので、加入申請をす

る団体はその国の工学、技術界の代表である必

要があります。現在ＣＡＥＴＳの会員アカデミーは

次の１４ヶ国のアカデミーです。（）のに|｣は加

入年です｡

オーストラリア（１９７８創立会員）

英国（１９７８創立会員）

メキシコ（１９７８創立会員）

米国（１９７８創流会員）

スウェーデン（１９７８創立会員）

デンマーク（１９８７）

スイス（１９８８）

フランス（１９８９）

フィンランド（１９８９）

日本（１９９０）

ベルギー（１９９０）

ノルウェー（１９９０）

カナダ（１９９１）

オランダ（１９９３）

５．活動

総会（Ｃｏｎｖｏｃａｔｉｏｎ）：（前同の御紹介では、



第５分野

ての工学教育に関連した問題と共通の興味のあ

る領域の確認が中心に検討されました。検討さ

れた話題の中には、工学専攻者の採用、必要と

される能力、その新卒者及び継続教育との関係

などが含まれていました。この問題については、

いくつかのＣＡＥＴＳ会員アカデミーの工学教育委

員会で継続的に検討されています。

またＣＡＥＴＳは、１９９１年には米国工学アカデ

ミーによる成屑間オゾン屑の破壊を防止するた

第６分野

めの含塩素フシ化炭化水素（ＣＦＨＣ）代替技術の

拡散についての国際会議を後援しました。ＣＡＥＴＳ

は講演者や参加者、会員アカデミーの将圃やそ

の他の国でのこの分野の専門家の推薦などにつ

いて援助しました。

去る３月１４，１５両日開催された日本工学アカ

デミー主催の第３回国際シンポジウムについても、

ＣＡＥＴＳの全而的な協力を得ています。

（文責桜井宏）

新入会員の紹介

（６）
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東北大学工学部、教授・部長

東北大学流体科学研究所、教授

東洋釧飯㈱常務取締役下松工場、次長

側電力中央研究所、常務理事

東京大学生産技術研究所、教授・所長

京都大学工学部電気工学第二学科、教授

東洋製縦㈱、常務取締役技術本部長

信州大学繊維学部機能高分子学科、教授

東洋製嬢㈱、専務取締役

東京農工大学工学部、教授

第５分野再掲）

東京大学工学系研究科土木工学専攻、教授

京都大学大学院工学研究科潔境地球工学専攻、教授

新日本製鉄㈱技術開発本部、フェロー

新日本製鉄㈱、取締役技術開発企画部長

東洋鋼飯㈱下松工場、取締役製造担当

新日本製鉄㈱フェロー、先端技術研究所長

新日本製鉄㈱、取締役技術開発本部鉄鋼研究所長

京都大学原子炉実験所、教授・所長

東洋製瀧㈱技術情報室、部長

第４分野再掲）

第６分野再掲）

節２分野

"弓零リ

鋪３分野

第４分野

2．工学・工業教育に関する研究講演会

本年度も下記の研究訓油会を協礎することになり

Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ

韮催日本].:学アカデミー、米国電気題子工

学協会東京支部

(この講演会に関しましては別途御案内状を差し上げ

て居ります）

第７分野

以上１９名

1．学術情報センター公開講演会

日時平成６年４ﾉ１２１口（木）１０：００～１１：３０

場所機 械振 皿会鮒ホール（Ｂ２Ｆ）

誰波者Ｄｒ・ＪｏｈｎＲＰｉｅｒｃｅ

（カリフオルニアエ科大学名誉教授・第１回日本

国際寅受賞者・’－１本工学アカデミー客員会員）

誰演題I.｜マイクロ波真空管の機能と応用

ＭｉｃｒｏｗａｖｅＴｕｂｅｓ：Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅａｎｄ

講演会の共催・後援・協賛のお知らせ



ましたので御案内申し上げます。

日時平成６年８月２日（火）９：００～１７：００

会場北海道大学学術交流会館

講演テーマエ学･工業教育に関する研究論文･報告

主催社団法人日 本工業教育協会

Ｉ・大学・高専等における教育

Ⅱ．企業における教育

企業内における技術者教育・管理者教育

Ⅲ．産学協同

Ⅳ、設置基準改正関連

問い合わせ先㈱日本工業教育協会事務局

〒110束京都台東区台東４－２６－８御徒町台東ビル1大

ＴＥＬＯ３－３８３２－９０４０㈹ＦＡＸＯ３－３８３２－９０４９

（担当原田・青山）

3．エコバランス国際会議

日本工学アカデミーでは、エコマテリアル研究会

および日本ＬＣＡ研究会の主催による下記のエコバラ

ンス国際会議を後援する予定にしております。詳細

については別:途御案内申し上げますが、とりあえず

概要をご紹介巾し上げます。なお、主催者であるエ

コマテリアル研究会には、来る５月開催の米国アカデ

ミー主催のIndustrialEcology旧際会議への日本

工学アカデミーの協力について、砿々情報を交換し

たり、データの提供を受けたり、いろいろ援助して

いただいております。

名称エコバラ ン ス 国 際 会 議

一材料と技術の開発のための

ライフサイクルアセスメントー

日時１９９４年１０月２５日（火）～２７日（木）

場所科学技術庁 金 属 材 料 技 術 研 究 所

つくば市千現１－２－１

会議用語日英同時通訳、スライド・原稿・プロ

シーディングス等は英語

会議の目的

環境と調和した材料を開発し、使川するには、材

料の生産から使川、廃棄あるいはリサイクルのライ

フサイクルにおいて、材料および関連技術の環境に

｛
畦

4．「工学教育」連合講演会

Ｈ時平成６年５月１８日（水）９：００～１７：００

会場工学院大学新宿校舎

（東京都新宿区西新宿：ＴＥＬＯ３－３３４２－１２１１）

会場仙Ｈ木工業教育協会

共催主要１８学協会

協賛｜]本Ｘ学アカデミー、㈱Ｉ二l木工学会

〔プログラム要点〕

基調講演日木の工学教育の在り方岡村総吾氏

科学技術の将来と人材教育寺脇研氏

セ ッ シ ョ ン １ ～ ４

問い合わせ先㈱日本工業教育協会耶務局

〒１１０束京都台東|Ｘ台東４－２６－８〈御徒''1J台東ビル）

ＴＥＬＯ３－３８３２－９０４０㈹ＦＡＸＯ３－３８３２－９０４９

伊

（７）

与える影響を総合的に評価する「エコバランス」の

視点が重要です。このような環境負荷性評価は国際

的な規制や規絡化の動向とかかわり合って、重要か

つ緊急の課題として、国際的な意見交換の場がます

ます必要となっています。

木国際会議は、「材料のエコマテリアル化」を図る

上で前提となり、国内外で対応が求められている材

料及びその関連技術のエコバランス評価に関し、世

界各国の科学者、技術者が一堂に会し、情報の交流

と相互の研究の促進を図ることを目的に企画された

ものです。

本国際会議では、将来の材料科学・科学技術のあ

り方を探るべく、卜記のようなテーマを中心に、広

い立場からの検討と議論が期待されます。

・材料、製造プロセス、製品、プラント柵造物、建

築構造物、i愉送などにおけるエコバランス分析評

価、ライフサイクルアセスメント〈ＩＣＡ）、およ

びそれらの方法論など）

・エコバランス評価のためのデータベース

・リサイクルが1il能な材料や製品の設計

・環境ラベル､エネルギー政策､税制等の社会的規制

プログラム決定次第御案内申し上げます。
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なお、特別識髄には、本工学アカデミー会員の東京大学総長吉川弘之氏による識波「大学の改革」を予定しており
ます。

第８回通常総会開催通知

会員各位

日本工学アカデミー

来る平成6年５月１９日（木）１４：００より東京都千代田区の麹町１－４束膝会館において、下記議題により、本会第
８回通常総会を州M致しますので､会員各位に通知いたします。

なお、正式通知は追って差し上げます。

議題

１．平成５年度卵業報告ならびに収支決算報告

２．平成６年度卵業計画ならびに予算（案）

３．平成６年度日本工学アカデミー役員選出

４．その他

以上

事務局からのお知らせ

総会後、各委員会・専門部会報告、特別講演、懇親会を計画しております。

へ
』

事務局人部：平成６年３月３１日付で下記の事務局職

員が退職いたしましたのでお知らせいたします。

記

中村正枝

編集後記赤尾保男会員

愛知工業大学教授

名古屋大学名瀞教授

平成６年３月１５１で|逝去享年72歳

北原安定会員

、水瓶信電話㈱、顧問

平成６年４月１ＦI逝去享年79歳

桜の花もほころび始めた春４月、希望に脱れた明る

い顔もあり、そうでない顔もあります。日本工学アカ

デミーの数年に一度の大きな事業である国際シンポジ

ウムの第３回目が去る３月１４．１５日に機浜の新名所で

あるランドマークタワーのパークホテルニッコーで開

催されました。海外から13名、国内から12名の講師。

パネリストを迎え、また多くの本アカデミーの会員が

参加され、醗会棚に終了できましたことは大きな喜び

でした。日本工学アカデミーの名前が世界でより大き

く認識される一助となったと信じます。私事ながら

事務局のスタッフとして平成元年11月号（ニュース第

11号）から本紙の編集をさせて頂いて参りましたが、

この度蔀務局を去ることになりました。至らぬ仕事ぶ

りではございましたが皆様の御協力のおかげで今日ま

でやって来られましたことを心から御礼申し上げた

く、今回は筆を執らせて頂きました。日本工学アカデ

ミーと会員の皆様の一屑の御繁栄をお祈り申し上げま

す。（中村正枝）

謎んでご冥補をお祈りいたします。


